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①学校運
営上の課

題
その他

学校運営上、教員の時間的、
心理的な業務増加が課題と
なっている。
特に、小学校では学習指導要
領改訂で指導時数が増加した
ことによる時間的な余裕のなさ
が生まれて来ている。（授業準
備等に要する時間の不足）

地域学校協働本部が
各学校と面談し、教職
員の負担軽減につな
がるボランティアにつ
いて把握した上で、学
校のニーズに合致し
た学習ボランティアを
コーディネートしてき
た。

これまでの取り組みを継続するとともに、
各学校独自で取り組んでいる地域学校協
働活動の事例、活用している学習ボラン
ティアに関わる情報を地域学校協働本部
より各学校に発信することで、コーディ
ネートの幅を広げる。（事例報告書の学
校への配付数を増やすこと、学校ボラン
ティアリストを全市で共有すること等）

地域学校協働本部が学校の求
める人材（ボランティア）をコー
ディネートすることで、教員の時
間的、心理的な業務負担の軽減
に結び付ける。

本事業における事業
評価アンケート（学校
を対象）で「教員の負
担軽減効果」につい
て４段階評価で４と
回答した学校数の割
合
（小・中学校別）

小学
校
７０

中学
校
５５

％

小学
校７５

中学
校６０
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②学校と
地域の課

題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

自己有用感を十分に感じてい
る学校支援ボランティアは
31％、ボランティアに対する意
欲を感じているｊ学習支援ボラ
ンティアは３８％でありの、ボラ
ンティアの自己有用感、意欲を
高める事が課題となっている。

地域学校協働本部が
各学校と面談し、この
課題を伝え、ボラン
ティアとの事前打ち合
わせ、事後対応への
配慮を依頼した。ま
た、「学校支援ボラン
ティア研修会」の開催
により、ボランティアの
確保とその資質向上
を図った。

学校との対応については、これまでの取
り組みの成果が表れてきているので、そ
れを継続する。
また、ボランティアの確保等ついては、
「学校支援ボランティア研修会」の広報範
囲をより一層広める。（学校の保護者にも
広報する等）

学校支援ボランティアの自己有
用感、活動意欲を向上させるこ
と、ボランティアをより多くを確保
することにより、地域学校協働活
動をより活性化させる。（指導の
充実、教員の負担軽減等を中心
に）

本事業における事業
評価アンケート（学校
支援ボランティアを
対象）のうち、自己有
用感、活動意欲につ
いて４段階評価で４と
回答した人数の割合

自己
有用
感
７５

意欲
８０

％

自己
有用
感
８０

意欲
８５

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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